





























































ポーツ心理学会 the Association for Applied Sport Psychology; AASP」が設立された。ま
た1994年には，精神医学の知見と実践をスポーツ領域にも伸展させることを目的に「国際ス






















































郎らを中心として「SPACE研究会（SPACE; Sport psychologists, Psychiatrists, Athletes, 






sport clinical psychologyあるいはclinical psychology for sport」とは一線を画す立場とし
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〔抄　録〕
本論文は，アスリートの心理的支援における臨床心理学の可能性について検討したもの
である。まずは，国内外の主要なアスリートへの心理的支援の変遷を概観し，現在わが国
において心理的支援に携わる者としての2つの認定資格について取り上げた。現場におい
てはメンタルトレーニングとスポーツカウンセリングが相対するものとして対峙されてい
るが，実際の区別は困難なものであり，国内の状況にあわせた連携が求められると考えら
れる。その上で心理的支援における臨床心理学の可能性について検討し，自己実現という
観点から，臨床心理学や臨床心理士が関わることのできる側面も多くあるのではないかと
考察された。
